
昭和産業＜2004＞、米油大手のボーソー油脂＜2608＞をTOBで子会
社化

昭和産業は14日、米油大手のボーソー油脂（東証2部）に対して完全子会社化を目的にTOB（株式公開
買い付け）を実施すると発表した。ボーソー油脂はTOBに賛同している。消費者の健康志向の高まりを
背景に家庭用の米油市場は拡大している。しかし、大手食用油メーカーの参入や攻勢が激化し、ボーソ
ー油脂はここ数年、売上高を大きく落とし、営業損益段階から赤字に陥っている。製粉・油脂大手の一
角である昭和産業の傘下で、収益改善と安定的な事業基盤の構築を目指す。

買付価格は1株につき1080円。TOB公表前日の終値740円に45.95％のプレミアムを加えた。買付予定
数は全株式だが、下限は所有割合66.67％に設定。買付代金は15億9900万円。買付期間は5月18日～7
月13日。公開買付代理人は野村証券。決済の開始日は7月20日。

予定通り買い付けが進めば、ボーソー油脂は上場廃止となる。ボーソー油脂は1947年に米油の製造を
目的に千葉県船橋市（現在、本社は東京都中央区）で設立。1961年に東証2部に上場した。

主力商品の米油は従来、ポテトチップスや煎餅、かりんとうといった業務用の揚げ油としての用途が中
心だったが、ここ数年は家庭用でも認知度が高まり、スーパーマーケットなど小売店の定番商品になっ
ている。しかし、2014年以降、大手食用油メーカーによる家庭用米油への攻勢が活発化し、競争激化
に伴い、業績が急速に悪化していた。

ボーソー油脂の2020年3月期業績予想は売上高9.1％増の129億円、営業赤字4000万円（前期は4億50
00万円の赤字）、最終赤字1億円（同5億円の赤字）。


